
資 料 ４ 
令和 4 年 5 月 31 日 

教 育 指 導 課 

1 
 

 

当市におけるいじめ問題の現状について 
 

当市におけるいじめ問題の現状 

１ 当市におけるいじめ認知件数（１０００人当り） 

いじめの認知件数は近年、減少傾向にある。これは、新型コロナウイルス感染症の影響により、

生活環境が変化し、児童生徒の間の物理的な距離が広がったことに加え、偏見や差別が起きない 

よう学校において正しい知識や理解を促したこと、そして、これまで以上に児童生徒に目を配り 

指導・支援してきた現れと考えられる。 

 

２ 令和２年度 当市における学年別の認知件数（１０００人当り） 

・ 全国的に、令和元年度は、全学年で前年度より増加していたが、令和２年度は全学年で減少し

ている。 

・ 当市は令和２年度、小学校２年生と中学校２年生で増加が見られ、その他の学年は減少してい

る。

校種等 小学校 中学校 

年度 当市 本県 全国 当市 本県 全国 

Ｈ２７  ５．７ １０．１ ２３．２ １０．２ １３．７ １７．１ 

Ｈ２８ ６４．６ ５９．９ ３６．６ １４．２ ３２．７ ２０．８ 

Ｈ２９ １１４．６ ９５．８ ４９．１ ２８．５ ３５．３ ２４．０ 

Ｈ３０ １０８．０ ９７．１ ６６．０ ３３．２ ４２．０ ２９．８ 

Ｒ１  ９８．３ ８４．０ ７５．８ ２７．８ ４１．０ ３２．８ 

Ｒ２ ８７．９ ６９．０ ６６．５ ２０．７ ３１．２ ２４．９ 

前年度比 －１０．４ －１５．０ －９．３ －７．１ －９．８ －７．９ 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全体 

小学校 ６１．１ １０６．８ ９６．２ １０１．８ １０５．５ ５６．２ ８７．９ 

中学校 ３３．８ １８．６ ９．８    ２０．７ 



３ いじめの解消率 

 当市 本県 全国 

Ｈ２７ ９５．６％ ９４．７％ ８８．７％ 

Ｈ２８ ９６．０％ ９６．１％ ９０．６％ 

Ｈ２９ ７６．０％ ８０．６％ ８５．８％ 

Ｈ３０ ８４．７％ ８３．８％ ８４．３％ 

Ｒ１ ８６．６％ ８４．６％ ８３．２％ 

Ｒ２ ７７．０％ ７９．３％ ７７．４％ 

解消率が 7０％台に減少した要因としては、新型コロナ感染症の影響で令和２年度は４月か

らＧＷ明けまで一斉休業となり、加えて教育課程の再編が行われ、授業の行い方や学校行事の

縮小や中止など、学校運営に大きな動きがあった年でもある。例年、夏休み明けに現れる児童

生徒の不安定な行動も、９月、１０月、１１月にずれ込む傾向もみられた。よって、いじめの

認知も比率としては、例年よりも３学期に多く発生し、年度末の報告時期に３か月を経過して

いなかったことから、解消とはせず対応中と回答する事案が多かったためと考えられる。 
 

４ 令和２年度 いじめの態様（多い順） 

①  冷やかし、からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる」（小・中） 
②  軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたりする」（小・中） 
③  ・仲間はずれ、集団による無視をされる」（小） 

・金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする」（中） 
 
５ 令和２年度 いじめ発見のきっかけ 

小学校 

 当市 全国 

① アンケート調査 ５５．１％ アンケート調査 ５９．０％ 

② 本人からの訴え １７．８％ 本人からの訴え １５．６％ 

③ 本人の保護者  １０．９％ 学級担任が発見  ９．８％ 

中学校 

 当市 全国 

① 本人からの訴え ３１．０％ アンケート調査 ３８．０％ 

② アンケート調査 ２５．９％ 本人からの訴え ２６．４％ 

③ 本人の保護者  １９．０％  本人の保護者 １２．８％ 

 

６ いじめの発見について 

・ 各学校において独自のアンケート調査を学期に１回以上実施 
・ 教育相談や個別の聴き取り 
・ 教職員の児童生徒観察 
・ 児童生徒との会話や生活記録ノートからの情報収集 
・ 保護者や地域住民からの情報収集 


